
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４

●
１
２
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

１１・２２

く
さ
ん
の
声
が
あ
が
っ
た
。 

山
紀
会
の
よ
う
な
不
当
労
働
行
為
を

仲
間
も
参
加
し
色
々
お
話
が
で
き
て
解

散
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 

（
野
中
） 

介護崩壊

４年１２月

●
１
２
月
２
５
日 

１
９
時 

生
活
館
３
階 

寿
第
５
１
次
越
冬
突
入
集
会 

 

●
１
２
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

１１・２２

善
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
一
点
張
り
。

「
処
遇
改
善
だ
け
で
は
事
業
所
が
潰
れ

る
、
報
酬
を
上
げ
な
く
て
は
！
」
と
た

く
さ
ん
の
声
が
あ
が
っ
た
。 

み
ん
な
で
立
場
を
超
え
て
団
結
が
ん
ば

ろ
う
！
！ 

交
渉
後
は
、
大
阪
・
東
京

の
仲
間
と
交
流
会
が
あ
り
、
神
奈
川
の

仲
間
も
参
加
し
色
々
お
話
が
で
き
て
解

介護崩壊

月１０日     

●
１
２
月
２
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議
（
勉
強
会
） 

●
１
２
月
２
５
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
１
２
月
２
５
日 

１
９
時 

生
活
館
３
階 

１１・２２

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
低
賃
金
や
人

手
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省

も
財
務
省
も
「
介
護
職
員
へ
の
処
遇
改

善
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
一
点
張
り
。

る
。
制
度
を
つ
く
る
官
僚
た
ち
の
机
上

の
空
論
の
机
を
ぶ
ち
壊
し
て
、
現
場
の

声
で
制
度
を
作
り
変
え
る
し
か
な
い
！

み
ん
な
で
立
場
を
超
え
て
団
結
が
ん
ば

介護崩壊

      

 

●
１
２
月
２
２
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
３
回
支
部
代
表
者
会
議
・
忘
年
会 

 

●
１
２
月
２
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

１１・２２

所
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
で
倒
産
の
危
機

に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
強
く
訴
え
た
。 

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
低
賃
金
や
人

の
必
要
な
予
算
が
使
わ
れ
な
い
た
め
、

「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」
が
崩
壊
し
て
い

る
。
制
度
を
つ
く
る
官
僚
た
ち
の
机
上

介護崩壊 STOP

           

 

●
１
２
月
２
１
日 

１
６
時 

横
浜 

県
央
地
区
忘
年
会 

 

１１・２２ 財務省・厚労省交渉へ

転
車
で
一
軒
ず
つ
訪
問
し
、
利
用
者
に

報
酬
外
と
な
っ
た
と
し
て
も
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
よ
う
な
中
小
介
護
事
業

所
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
で
倒
産
の
危
機

ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
る
こ
と
へ
の

早
急
な
是
正
、
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
た
。 

現
在
、
介
護
保
険
、
障
害
者
福
祉
へ

の
必
要
な
予
算
が
使
わ
れ
な
い
た
め
、

STOP！ 

         

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
１
２
月
２
０
日 

１
８
時
３
０
分 

天
王
洲
ア
イ
ル 

Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
行
動 

 

財務省・厚労省交渉へ

が
激
増
す
る
こ
と
。
訪
問
介
護
事
業
所

か
ら
は
、
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
訪

問
介
護
事
業
所
は
黒
字
だ
が
、
車
や
自

転
車
で
一
軒
ず
つ
訪
問
し
、
利
用
者
に

の
あ
る
人
が
精
神
病
院
へ
入
院
さ
せ
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
実
態
が
報

告
さ
れ
、
未
だ
に
拘
束
や
虐
待
な
ど
痛

ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
る
こ
と
へ
の

 対政府実行委員会の直接交渉に参加

         全国一般神奈川

●
１
２
月
１
８
日 

１
０
時
３
０
分 

県
労
委 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
県
労
委
第
９
回
調
査 

 

●
１
２
月
１
９
日 

１
２
時 

新
百
合
ヶ
丘 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

財務省・厚労省交渉へ

扱
い
是
正
、
「
生
活
介
護
」
の
報
酬
改

定
な
ど
、
障
害
者
福
祉
の
切
り
捨
て
を

に
つ
い
て
。
今
回
の
報
酬
削
減
に
よ
り

訪
問
介
護
倒
産
が
過
去
最
大
と
な
り
、

報
酬
改
善
を
早
急
に
し
な
け
れ
ば
倒
産

が
激
増
す
る
こ
と
。
訪
問
介
護
事
業
所

精
神
病
院
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
人

権
擁
護
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
認
知
症

の
あ
る
人
が
精
神
病
院
へ
入
院
さ
せ
ら

対政府実行委員会の直接交渉に参加

全国一般神奈川

●
１
２
月
１
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
３
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
２
月
１
８
日 

１
０
時
３
０
分 

県
労
委 

財務省・厚労省交渉へ

事
業
者
へ
の
指
導
・
監
督
強
化
。
⑤
６

５
歳
「
介
護
保
険
優
先
」
と
す
る
取
り

扱
い
是
正
、
「
生
活
介
護
」
の
報
酬
改

を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
。 

ま
ず
は
、
訪
問
介
護
へ
の
報
酬
削
減

に
つ
い
て
。
今
回
の
報
酬
削
減
に
よ
り

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
事
業
者
自
身
も

経
営
が
困
難
と
な
り
事
務
が
煩
雑
に
な

っ
て
い
る
と
意
見
が
あ
が
っ
た
。 

対政府実行委員会の直接交渉に参加

全国一般神奈川                    

寿
労
働
相
談 

 

●
１
２
月
１
６
日 

１
５
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

●
１
２
月
１
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

財務省・厚労省交渉へ

策
。
③
介
護
労
働
者
不
足
へ
の
改
善
策
。

④
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
や
不
当
労
働

行
為
な
ど
労
働
者
の
権
利
を
侵
害
す
る

事
業
者
へ
の
指
導
・
監
督
強
化
。
⑤
６

お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。
精
神
病
院
改
革

を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
。 

て
１
時
間
単
位
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
に
よ
っ
て
は
、
時
間
制
限

が
で
き
た
こ
と
で
通
所
が
困
難
と
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
事
業
者
自
身
も

対政府実行委員会の直接交渉に参加

                    

 

●
１
２
月
１
５
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
２
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

財務省・厚労省交渉へ

社
会
的
影
響
に
つ
い
て
の
説
明
。
②
介

護
労
働
者
の
低
賃
金
を
生
み
出
す
介
護

報
酬
決
定
の
仕
組
み
へ
の
見
解
、
改
善

策
。
③
介
護
労
働
者
不
足
へ
の
改
善
策
。

る
と
約
束
し
た
。
ま
た
障
害
者
が
利
用

す
る
生
活
介
護
の
報
酬
改
定
に
よ
っ

て
、
１
日
単
位
か
ら
利
用
時
間
に
応
じ

て
１
時
間
単
位
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

対政府実行委員会の直接交渉に参加

                    

全国一般労働組合全国協議会神奈川

発 行 

 

●
１
２
月
１
４
日 

１
８
時 

事
務
所 

横
浜
市
労
働
者
組
合
定
期
大
会 

 

財務省・厚労省交渉へ

辻
か
な
子
議
員
が
参
加
さ
れ
た
。 

要
求
内
容
は
、
①
訪
問
介
護
報
酬
減
、

社
会
的
影
響
に
つ
い
て
の
説
明
。
②
介

支
援
が
受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
各
自

治
体
へ
事
務
連
絡
を
出
す
と
よ
う
に
す

る
と
約
束
し
た
。
ま
た
障
害
者
が
利
用

対政府実行委員会の直接交渉に参加

                    

全国一般労働組合全国協議会神奈川

 者
 

横浜市中区翁町

新見翁ビル４Ｆ

TEL. FAX

 045-319

ビ
ス
テ
オ
ン
情
宣
行
動
（
そ
の
後
会
議
） 

 

●
１
２
月
１
３
日 

１
８
時
３
０
分 

旭
区 

鯉
住
宅
団
体
交
渉 

 
財務省・厚労省交渉へ

議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て
、
大
椿
裕
子

議
員
、
れ
い
わ
新
選
組
の
大
石
晃
子
議

員
・
八
幡
愛
議
員
、
立
憲
民
主
党
の
尾

護
保
険
優
先
」
と
す
る
取
り
扱
い
が
未

だ
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
厚
労
省
は
、

６
５
歳
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
必
要
な

対政府実行委員会の直接交渉に参加

                    第２

全国一般労働組合全国協議会神奈川

横浜市中区翁町

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

319-4391 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
２
月
１
２
日 

１
５
時
３
０
分 

本
社 

ビ
ス
テ
オ
ン
情
宣
行
動
（
そ
の
後
会
議
） 

財務省・厚労省交渉へ

委
」
に
よ
る
財
務
省
・
厚
労
省
交
渉
が

今
年
も
行
わ
れ
、
神
奈
川
か
ら
４
名
が

参
加
し
た
。
ま
た
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て
、
大
椿
裕
子

の
署
名
を
提
出
し
た
。 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障

害
者
が
６
５
歳
に
な
っ
た
時
点
で
「
介

護
保
険
優
先
」
と
す
る
取
り
扱
い
が
未

対政府実行委員会の直接交渉に参加

第２９５（１）

全国一般労働組合全国協議会神奈川

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

 

●
１
２
月
１
１
日 

２
０
時 

事
務
所
・Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

財務省・厚労省交渉へ

全
国
の
介
護
職
員
・
関
係
者
・
当
事

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
介
護
崩

壊
Ｓ
Ｔ
О
Ｐ
！ 

対
政
府
交
渉
実
行

委
」
に
よ
る
財
務
省
・
厚
労
省
交
渉
が

や
め
な
い
事
業
所
に
対
し
て
は
、
指
導

や
監
督
の
強
化
、
厳
罰
化
を
求
め
た
。

ま
た
、
山
紀
会
支
部
よ
り
３
８
０
０
名

の
署
名
を
提
出
し
た
。 

対政府実行委員会の直接交渉に参加  

（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

財務省・厚労省交渉へ 

全
国
の
介
護
職
員
・
関
係
者
・
当
事

や
め
な
い
事
業
所
に
対
し
て
は
、
指
導

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４

物価高騰を超える賃上げへ

た
渡
邉
全
労
協
議
長
か
ら
連
帯

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。 

事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
ゼ
ロ
の
状

況
が
続
い
て
い
る
状
況
に
対
し

全
国
一
般
神
奈
川
の
運
動
に
参

画
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
一

年
に
し
て
い
き
ま
す
。（
八
木
） 

寿越冬闘争に参加しよう！

い
し
ま
す
！ 

４年１２月

物価高騰を超える賃上げへ

闘
い
と
な
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
、

県
の
神
奈
川
労
働
セ
ン
タ
ー
、

お
忙
し
い
中
駆
け
つ
け
て
頂
い

た
渡
邉
全
労
協
議
長
か
ら
連
帯

の
加
入
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し

た
。 し

か
し
一
方
で
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ
人

事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以

交
渉
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
と

と
も
に
、
職
場
を
超
え
て
地
域

の
仲
間
の
権
利
、
生
活
を
守
る

全
国
一
般
神
奈
川
の
運
動
に
参

寿越冬闘争に参加しよう！

は
、
短
い
時
間
帯
で

も
結
構
で
す
の
で
、

是
非
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

 

月１０日     

物価高騰を超える賃上げへ

上
げ
、
２
５
年
度
の
闘
う
方
針

を
！
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
来
賓

挨
拶
が
あ
り
、
１
４
年
の
長
き

闘
い
と
な
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
、

題
・
ト
ラ
ブ
ル
ー
組
合
へ
の
相

談
䢣
加
入
と
い
う
流
れ
が
一
定

程
度
定
着
し
た
こ
と
が
、
毎
年

の
加
入
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し

剰
余
を
人
件
費
に
充
当
せ
ず
内

部
留
保
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
生
協
に
対
し
て
、
連
帯
し
て

交
渉
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
と

寿越冬闘争に参加しよう！

は
、
仲
間
と
カ
フ
ェ

労
働
相
談
を
行
い

ま
す
。
可
能
な
方

は
、
短
い
時
間
帯
で

      

物価高騰を超える賃上げへ

ち
、「
故
川
端
議
長
の
思
い
を
引

き
継
ぎ
、
県
共
闘
運
動
を
盛
り

上
げ
、
２
５
年
度
の
闘
う
方
針

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

員
が
複
数
人
数
勤
務
し
て
い
る

職
場
が
増
え
、
職
場
で
の
課

題
・
ト
ラ
ブ
ル
ー
組
合
へ
の
相

る
生
協
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
員
不
足
を
口
実
に
し
た

労
働
負
荷
の
増
大
を
阻
止
し
、

剰
余
を
人
件
費
に
充
当
せ
ず
内

寿越冬闘争に参加しよう！

す
。
み
ん
な
で
助
け

合
い
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
県
共
闘
で

は
、
仲
間
と
カ
フ
ェ

          

物価高騰を超える賃上げへ

が
参
加
、
大
会
議
長
に
八
木
さ

ん
が
任
命
さ
れ
始
ま
っ
た
。
開

会
挨
拶
は
吉
良
副
議
長
が
立

ち
、「
故
川
端
議
長
の
思
い
を
引

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

係
は
、
生
協
側
の
交
渉
委
員
が

代
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
組
合

攻
撃
的
な
言
動
は
い
っ
た
ん
収

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
社
会
運

動
体
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
地
域
に
発
信
し
て
い

る
生
協
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

寿越冬闘争に参加しよう！

者
も
出
さ
な
い
た

め
の
寿
越
冬
闘
争

が
取
り
組
ま
れ
ま

す
。
み
ん
な
で
助
け

      

物価高騰を超える賃上げへ

代
議
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
な
ど

２
７
名
が
集
ま
り
、
組
合
か
ら

は
代
議
員
１
名
と
傍
聴
者
数
名

が
参
加
、
大
会
議
長
に
八
木
さ

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

動
を
め
ぐ
る
労
働
員
会
へ
の
不

当
労
の
申
し
立
て
や
あ
っ
せ
ん

の
経
緯
を
経
た
現
在
の
労
使
関

係
は
、
生
協
側
の
交
渉
委
員
が

に
よ
る
働
き
手
不
足
に
よ
っ
て

特
に
エ
ッ
セ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
労
働
環
境
の
さ
ら
な
る
過
酷

化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
社
会
運

寿越冬闘争に参加しよう！

年
末
年
始
で
役

所
が
閉
ま
っ
て
い

る
間
、
一
人
の
犠
牲

者
も
出
さ
な
い
た

      全国一般神奈川

物価高騰を超える賃上げへ

川
労
働
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
、
県
共
闘
第
３
４
回
定

期
大
会
に
参
加
し
た
。大
会
は
、

代
議
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
な
ど

し
ょ
う
。 

 
 

（
佐
藤
） 

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

た
１
０
年
ほ
ど
前
か
ら
生
協
に

よ
る
組
合
敵
視
の
姿
勢
が
強
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
事
異

動
を
め
ぐ
る
労
働
員
会
へ
の
不

機
感
を
共
有
す
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。 

い
わ
ゆ
る
「
八
が
け
社
会
」

に
よ
る
働
き
手
不
足
に
よ
っ
て

寿越冬闘争に参加しよう！ 
 

年
末
年
始
で
役

全国一般神奈川

物価高騰を超える賃上げへ!方針確認

組
合
は
、
１
２
月
７
日
神
奈

川
労
働
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催

支
援
を
」
と
挨
拶
。
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
は
終
え
た
。
２

０
２
５
年
度
も
共
に
頑
張
り
ま

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

新
横
浜
オ
ル
タ
館
で
３
７
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
ズ

ー
ム
参
加
含
め
１
１
名
参
加
） 

組
合
員
数
が
一
気
に
増
加
し

た
１
０
年
ほ
ど
前
か
ら
生
協
に

闘
争
で
成
果
を
獲
得
で
き
て
い

な
い
実
態
や
、
委
員
長
・
書
記

長
の
再
雇
用
期
間
が
残
り
３
年

と
な
る
中
、
世
代
交
代
へ
の
危

機
感
を
共
有
す
る
大
会
と
な
り

ー
ズ
に
履
き
替
え
準
備
完
了
。
１
９

時
２
０
分
に
大
会
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
久
々
の
投
球

そ
は
と
心
に
秘
め
ボ
ウ
リ
ン
ク
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。（
佐
藤
） 

全国一般神奈川                    

方針確認

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支
援
、

第
５
１
次
寿
越
冬
と
年
末
始
も

闘
い
は
続
き
ま
す
是
非
と
も
ご

支
援
を
」
と
挨
拶
。
団
結
ガ
ン

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

１
１
月
１
９
日
、
当
支
部
は

新
横
浜
オ
ル
タ
館
で
３
７
回
定

て
、
少
数
派
組
合
と
し
て
経
済

闘
争
で
成
果
を
獲
得
で
き
て
い

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
支
部 

佐
木
町
の
ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル
で
開
催

さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
８
名

は
、
事
前
に
ボ
ー
ル
を
選
び
、
シ
ュ

ー
ズ
に
履
き
替
え
準
備
完
了
。
１
９

を
深
め
る
た
め
に
台
湾
酒
家
に
移

動
し
和
や
か
に
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
来
年
こ

そ
は
と
心
に
秘
め
ボ
ウ
リ
ン
ク
大

                    

方針確認 

っ
た
。
式
次
第
最
後
の
小
内
事

務
局
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、

「
県
共
闘
は
旗
じ
ま
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支
援
、

辞
め
ら
れ
、
田
舎
の
愛
媛
・
宇

和
島
へ
帰
ら
れ
た
の
で
今
後
ど

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

お
土
産
話
は
ま
だ
聞
い
て
い
ま

せ
ん
が
楽
し
み
で
す
。（
田
中
） 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
支
部 

県
共
闘
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
、
１
１
月
１
６
日
横
浜
・
伊
勢

河
野
さ
ん(

全
国
一
般
神
奈
川)

、
ブ

ー
ビ
ー
賞
は
三
輪
さ
ん
（
全
国
一
般

神
奈
川
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
終
了
後
成
績
発
表
と
交
流

                    

 12・7

と
ビ
ス
テ
オ
ン
の
宮
崎
さ
ん
か

ら
闘
い
報
告
と
支
援
要
請
を
行

っ
た
。
式
次
第
最
後
の
小
内
事

懇
親
会
兼
ね
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

光
盛
委
員
長
が
去
年
組
合
を

辞
め
ら
れ
、
田
舎
の
愛
媛
・
宇

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告

沢
口
さ
ん
も
、「
俺
も
行
き
た
い

ん
だ
け
ど
ね
」
と
う
ら
や
ま
し

そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の

お
土
産
話
は
ま
だ
聞
い
て
い
ま

２
７
９
ポ
イ
ン
ト
を
た
た
き
出
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。
第
２
位
は
沢
口
さ

ん(

全
国
一
般
神
奈
川)

、
第
３
位
は

河
野
さ
ん(

全
国
一
般
神
奈
川)

、
ブ

                    

7 第 34

た
。
ま
た
争
議
報
告
支
援
要
請

で
は
、
闘
い
真
っ
最
中
の
テ
ク

ノ
ウ
ェ
イ
ブ
原
告
の
清
水
さ
ん

ん
ご
夫
婦
を
迎
え
、
光
盛
委
員

長
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
武
蔵

新
城
の
「
い
っ
ち
ょ
ま
え
」
で

懇
親
会
兼
ね
て
の
開
催
と
な
り

各 支 部 定 期 大 会 の 報 告 

ん
が
帰
ら
れ
た
宇
和
島
を
訪

ね
、
遊
び
に
行
く
と
の
事
で
し

た
。
そ
れ
を
横
で
聞
い
て
い
た

沢
口
さ
ん
も
、「
俺
も
行
き
た
い

は
、
第
一
ゲ
ー
ム
で
還
暦
を
過
ぎ
た

と
は
思
え
な
い
フ
ォ
ー
ム
で
ス
ト

ラ
イ
ク
を
連
発
し
、
ハ
イ
ス
コ
ア
ー

２
７
９
ポ
イ
ン
ト
を
た
た
き
出
し
、

                    第２

34 回県共闘大会

５
年
度
活
動
方
針
、
予
算
、
役

員
体
制
、ス
ロ
ー
ガ
ン
か
可
決
。

そ
し
て
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
争
議
報
告
支
援
要
請

の
第
２
８
回
定
期
大
会
を
１
１

月
８
日
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
沢
口
委
員
長
、
河
野
さ

ん
ご
夫
婦
を
迎
え
、
光
盛
委
員

さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
一
年
で
し

た
。
河
野
さ
ん
が
大
会
を
終
え

た
後
、
２
～
３
日
後
に
光
盛
さ

ん
が
帰
ら
れ
た
宇
和
島
を
訪

に
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
を
捕
ら
え
る
事
が

で
き
ず
四
苦
八
苦
す
る
中
、
た
だ
一

人
小
内
さ
ん
（
が
く
ろ
う
神
奈
川
）

は
、
第
一
ゲ
ー
ム
で
還
暦
を
過
ぎ
た

第２９５号（２）

回県共闘大会 

大
会
は
、
２
４
活
動
報
告
、

２
４
財
政
報
告
、
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
財
政
報
告
、
そ
し
て
２

５
年
度
活
動
方
針
、
予
算
、
役

自
主
連
帯
多
摩
川
病
院
労
組

の
第
２
８
回
定
期
大
会
を
１
１

う
す
る
か
、
沢
口
さ
ん
、
河
野

さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
一
年
で
し

多
摩
川
病
院
支
部 

県
共
闘
恒
例
ボ
ウ
リ
ン
ク
大
会
に
参
加 

に
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
を
捕
ら
え
る
事
が

号（２） 

 

大
会
は
、
２
４
活
動
報
告
、

多
摩
川
病
院
支
部 


